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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年8月9日(2018.8.9)

【公表番号】特表2016-525312(P2016-525312A)
【公表日】平成28年8月22日(2016.8.22)
【年通号数】公開・登録公報2016-050
【出願番号】特願2016-526590(P2016-526590)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ  19/30     (2014.01)
   Ｈ０４Ｎ  19/597    (2014.01)
   Ｈ０４Ｎ  19/70     (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   19/30     　　　　
   Ｈ０４Ｎ   19/597    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   19/70     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年6月26日(2018.6.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互層予測を用いて、異なる情報量レベルに対応する異なる層でビデオ素材（２０２）
が符号化されている多層データストリーム（２０４）を処理するように構成された装置で
あって、前記多層データストリームはそれぞれが前記異なる層のうちの１つと関連する複
数のパケット（２０６）を含み、前記装置は、
　前記多層データストリームの前記パケット（２０６）のそれぞれについて、
　前記多層データストリームから、第１副フィールド（３０８ａ）および第２副フィール
ド（３０８ｂ）を含む、ベース層ＩＤフィールドを読み取り（３１２）、
　前記ベース層ＩＤフィールドの前記第１副フィールド（３０８ａ）が、予め決められた
基準を満たすかどうかについてチェック（３１４）し、
　仮に、前記ベース層ＩＤフィールドの前記第１副フィールドが、前記予め決められた基
準を満たすならば、前記多層データストリームから拡張層ＩＤフィールドを読み取り（３
１８）、前記拡張層ＩＤフィールドを使って、拡張値が、拡張値のドメインの第１副セッ
ト内にあるようにして前記拡張値を引き出し（３２０）、そして、前記第２副フィールド
の可能な値のドメインからクラスタ値のドメインにマッピングすることによって、クラス
タ値を前記第２副フィールドから引き出し（３２２）、
　仮に、前記ベース層ＩＤフィールドの第１副フィールドが、前記予め決められた基準を
満たさないならば、前記多層データストリームから拡張層ＩＤフィールドを読み取ること
を控え、前記拡張値を前記拡張値のドメインの第１副セットと互いに素である値に設定し
（３２６）、そして、前記第２副フィールドの可能な値のドメインから前記クラスタ値の
ドメインにマッピングすることによって、前記クラスタ値を前記第２副フィールドから引
き出し（３２８）、
　前記クラスタ値と前記拡張値を使って、個々のパケットが関連する層に索引を付与する
（３２４）ように構成されていること、
　を特徴とする装置。
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【請求項２】
　別の層から予測された相互層が、更なるビュー、奥行き情報、アルファ混合情報、カラ
ーコンポーネント情報、空間の解像度改良およびＳＮＲ解像度改良のうちの１つ以上を追
加するように、前記多層データストリームが相互層予測を使用して異なる層にビデオ素材
を符号化されていること、を特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記予め決められた基準を前記多層データストリームから読み取るように構成されてい
ること、を特徴とする請求項１または請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１副フィールドは、前記ベース層ＩＤフィールドの１ビットによって形成され、
前記第２副フィールドは、前記１ビットを除く前記ベース層ＩＤフィールドのビットによ
って形成されるように構成されていること、を特徴とする請求項１から請求項３のいずれ
かに記載の装置。
【請求項５】
　前記拡張値の２進数の表現として前記拡張層ＩＤフィールドを直接に採用することによ
って、前記拡張層ＩＤフィールドを使って前記拡張値を引き出し、そして、前記第１副セ
ットに互いに素である値に前記拡張値を設定するときに、前記拡張値を０と等しく設定す
るように構成されていること、を特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の装
置。
【請求項６】
　前記ベース層ＩＤフィールドの前記第１副フィールドが、前記予め決められた基準を満
たす場合、および前記ベース層ＩＤフィールドの前記第１副フィールドが、前記予め決め
られた基準を満たさない場合の双方において、前記第２副フィールドの可能な値のドメイ
ンからクラスタ値のドメインへのマッピングを等しく実行するように構成されていること
、を特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の装置。
【請求項７】
　前記ベース層ＩＤフィールドの前記第１副フィールドが、前記予め決められた基準を満
たさない場合、および前記ベース層ＩＤフィールドの前記第１副フィールドが、前記予め
決められた基準を満たす場合の双方において、前記クラスタ値の２進数の表現として前記
第２副フィールドを直接に採用することによって、前記第２副フィールドの可能な値のド
メインから前記クラスタ値のドメインへのマッピングを実行するように構成されているこ
と、を特徴とする請求項１から請求項６のいずれかに記載の装置。
【請求項８】
　前記クラスタ値と前記拡張値を連結することによって、個々の前記パケットが関連する
層に索引を付与するように構成されていること、を特徴とする請求項１から請求項７のい
ずれかに記載の装置。
【請求項９】
　層への索引の付与の、より重要な数字を設定するためには前記クラスタ値、および、よ
り重要でない数字を設定するためには前記拡張値を用いることによって、個々の前記パケ
ットが関連する層に索引を付与するように構成されていること、を特徴とする請求項１か
ら請求項８のいずれかに記載の装置。
【請求項１０】
　復号化するために前記多層データストリームのパケットを前記索引の付与に基づいて選
択するように構成されたビデオデコーダ、または、前記索引の付与および外部ファクター
に基づいて前記多層データストリームのパケットを除去するように構成されたネットワー
ク要素であること、を特徴とする請求項１から請求項９のいずれかに記載の装置。
【請求項１１】
　相互層予測を用いて、異なる情報量レベルに対応する異なる層でビデオ素材が符号化さ
れている多層データストリームを処理するための方法であって、前記多層データストリー
ムはそれぞれが前記異なる層のうちの１つと関連する複数のパケットを含み、前記方法は
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、
　前記多層データストリームの前記パケットのそれぞれに対して、
　前記多層データストリームから、第１副フィールドおよび第２副フィールドを含む、ベ
ース層ＩＤフィールドを読み取り、
　前記ベース層ＩＤフィールドの前記第１副フィールドが、予め決められた基準を満たす
かをチェックし、
　仮に、前記ベース層ＩＤフィールドの前記第１副フィールドが、前記予め決められた基
準を満たすならば、前記多層データストリームから拡張層ＩＤフィールドを読み取り、前
記拡張層ＩＤフィールドを使って、拡張値が、拡張値のドメインの第１副セット内にある
ようにして前記拡張値を引き出し、そして、前記第２副フィールドの可能な値のドメイン
からクラスタ値のドメインにマッピングすることによって、前記第２副フィールドからク
ラスタ値を引き出し、
　仮に、前記ベース層ＩＤフィールドの前記第１副フィールドが、前記予め決められた基
準を満たさないならば、前記多層データストリームから拡張層ＩＤフィールドを読み取る
ことを控え、前記拡張値を前記拡張値のドメインの第１副セットと互いに素である値に設
定し、そして、前記第２副フィールドの可能な値のドメインから前記クラスタ値のドメイ
ンにマッピングすることによって、前記第２副フィールドから前記クラスタ値を引き出し
、
　前記クラスタ値と前記拡張値を使って、個々の前記パケットが関連する層に索引を付与
すること、
　を特徴とする方法。
【請求項１２】
　相互層予測を用いて、異なる情報量レベルに対応する異なる層で、ビデオ素材（２０２
）を多層データストリーム（２０４）に符号化するように構成されたエンコーダであって
、前記多層データストリームはそれぞれが前記異なる層のうちの１つと関連する複数のパ
ケット（２０６）を含み、個々の前記パケットが関連する層は、クラスタ値及び拡張値に
よって一意的に決定されるエンコーダであって、前記エンコーダは、
　前記多層データストリームの前記パケット（２０６）のそれぞれに対して、
　仮に、前記拡張値が、拡張値のドメインの第１副セット内にあるならば、第１副フィー
ルド（３０８ａ）および第２副フィールド（３０８ｂ）を含むベース層ＩＤフィールド（
３０８）を、前記第２副フィールドを設定するためには前記クラスタ値を使って、かつ前
記第１副フィールドを予め決められた基準を満たすように設定することによって、前記多
層データストリームの中に挿入し、そして、拡張層ＩＤを設定するために前記拡張値を使
って、前記多層データストリームに前記拡張層ＩＤを挿入し、
　仮に、前記拡張値が、拡張値のドメインの前記第１副セットと互いに素である値に等し
いならば、拡張層ＩＤを挿入することを控え、第１副フィールド（３０８ａ）および第２
副フィールド（３０８ｂ）を含むベース層ＩＤフィールド（３０８）を、前記第２副フィ
ールドを設定するためには前記クラスタ値を使って、かつ前記第１副フィールドを前記予
め決められた基準を満たさないように設定することによって、前記多層データストリーム
に挿入する（３１２）ように構成されていること、
　　を特徴とするエンコーダ。
【請求項１３】
　相互層予測を用いて、異なる情報量レベルに対応する異なる層で、ビデオ素材（２０２
）を多層データストリーム（２０４）に符号化するように構成された方法であって、前記
多層データストリームはそれぞれが前記異なる層のうちの１つと関連する複数のパケット
（２０６）を含み、個々の前記パケットが関連する層は、クラスタ値及び拡張値によって
一意的に決定される方法であって、前記方法は、
　前記多層データストリームの前記パケット（２０６）のそれぞれに対して、
　仮に、前記拡張値が、拡張値のドメインの第１副セット内にあるならば、第１副フィー
ルド（３０８ａ）および第２副フィールド（３０８ｂ）を含むベース層ＩＤフィールド（
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３０８）を、前記第２副フィールドを設定するためには前記クラスタ値を使って、かつ前
記第１副フィールドを予め決められた基準を満たすように設定することによって、前記多
層データストリームの中に挿入し、そして、拡張層ＩＤを設定するために前記拡張値を使
って、前記多層データストリームに前記拡張層ＩＤを挿入し、
　仮に、前記拡張値が、拡張値のドメインの前記第１副セットと互いに素である値に等し
いならば、拡張層ＩＤを挿入することを控え、第１副フィールド（３０８ａ）および第２
副フィールド（３０８ｂ）を含むベース層ＩＤフィールド（３０８）を、前記第２副フィ
ールドを設定するためには前記クラスタ値を使って、かつ前記第１副フィールドを前記予
め決められた基準を満たさないように設定することによって、前記多層データストリーム
に挿入する（３１２）ことを含むこと、
　を特徴とする方法。
【請求項１４】
　プログラム符号がコンピュータ上で実行されると、前記コンピュータが請求項１１の方
法を実行する、前記プログラム符号を有するコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　プログラム符号がコンピュータ上で実行されると、前記コンピュータが請求項１３の方
法を実行する、前記プログラム符号を有するコンピュータプログラム。


	header
	written-amendment

